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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】洗顔時の袖口の水濡れを防ぐことができる、洗
顔用アームカバーを提供する。
【解決手段】２重にしたタオル地１の間に、平ゴムを３
段に分けて通してシャーリング８させた、洗顔用アーム
カバー。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２重にしたタオル地本体に平ゴムを通す部分を設け、平ゴムを通してシャーリングを施
し、縁の部分にフックに掛けるためのループを設け、本体を筒状に形成した洗顔用アーム
カバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、洗顔時に水が腕を伝って流れ、袖口がぬれるのを防ぐための洗顔用アームカバ
ーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来園芸用や事務用のアームカバーがあった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
それには次のような問題点があった。
（イ）生地に吸水性がなく、洗顔時に使用するとアームカバー全体に水が浸みて、袖口ま
　　　でぬれてしまい、腕に不快感があった。
（ロ）アームカバーの縦の寸法が長く、袖口にかぶせるようにして使用しなければならな
　　　いため、洗顔時に使用するには使いにくさを感じていた。
本発明は、これらの問題点を解決するためになされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
（イ）吸水性に優れ、肌触りの良いタオル地を用いる。
（ロ）２つ折りにして２重にしたタオル地の間に、平ゴムを３段に分けて通してシャーリ
　　　ングを施す。
（ハ）縁の部分にフックに掛けられるループを設ける。
以上の構成よりなる洗顔用アームカバー。
【発明の効果】
【０００５】
アームカバー全体にタオル地を使用しているため、肌触りが良く吸水性に優れている。さ
らにタオル地を２重にし、平ゴムを通してシャーリングを施してあるため、全体に使用す
るタオル地の面積が大きく、吸水力が高い。また、生地の厚みが増すことにより、衣服の
袖口が下りてきてしまうことも防止できるため、衣服の袖口をぬらすことなく、快適に洗
顔ができる。平ゴムの伸縮性と、シャーリングの構造により、アームカバー全体が横に伸
びるため、腕につけやすい。平ゴムを通す部分は３段設けており、アームカバー全体が腕
に密着し、洗顔時に腕を伝って流れる水を浸入させることなく、完全に吸収することがで
きる。全体にタオル地を使用した、円柱状の筒型であるため、上下、裏表に関係なく使用
できる。アームカバーを衣服の袖口にかぶせることなく、腕を通すだけで良いため、着脱
が容易である。フックに掛けるためのループを設けていることにより、使用後に水にぬれ
たアームカバーを吊るすことができて乾かしやすく、次に使用する時には乾いた状態で使
用できる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の斜視図
【図２】本発明の本体にゴムを挿入した状態図
【図３】本発明の使用状態図
【発明を実施するための形態】
【０００７】



(3) JP 2015-4154 A 2015.1.8

10

20

30

以下、本発明の実施の形態について説明する。
（イ）アームカバー本体には、吸水性に優れ、肌触りの良いタオル地（１）を使用する。
（ロ）２つ折りにして２重にしたタオル地（１）に、平ゴム（２）を通す部分を３段設け
　　　る。これにより、アームカバー（５）の上端、下端、中央の全てが腕（６）に密着
　　　し、腕（６）を伝って流れる水（７）を浸入させることなく、タオル地（１）が完
　　　全に吸収できる。
（ハ）平ゴム（２）を３本通してシャーリング（８）を施す。これにより、全体に使用す
　　　るタオル地（１）の面積が増え、吸水力が高まる。また、平ゴム（２）の伸縮性と
　　　、シャーリング（８）の構造により、アームカバー（５）全体が横に伸びるため、
　　　腕（６）につけやすく、アームカバー（５）本体に厚みができることにより、衣服
　　　の袖口（４）が下がってきてしまうことも防げる。
（ニ）タオル地（１）と平ゴム（２）の両端を縫い合わせて円柱状の筒形に形成する。こ
　　　れにより、上下に関係なく使用することができ、着脱がしやすい。
（ホ）アームカバー（５）の縁の部分に、例えばひもやリボンを使用してフックに掛ける
　　　ためのループ（３）を設ける。これにより、使用後の水にぬれたアームカバー（５
　　　）を吊るして乾かすことができ、次に使用するときには乾いた状態で使用できる。
本発明は以上のような構造である。
これを使用する時は、図３に示すように衣服の袖口（４）を上げてからアームカバー（５
）に腕（６）を通して洗顔すると、腕（６）を伝って流れる水（７）をタオル地（１）が
吸収して、衣服の袖口（４）がぬれるのを防ぐことができる。
使用後は、フック等にループ（３）を引っ掛けて、吊るして乾かすことができるため、次
に使用するときには乾いた状態で使用できる。
【符号の説明】
【０００８】
１タオル地
２平ゴム
３ループ
４衣服の袖口
５アームカバー
６腕
７水
８シャーリング
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【図１】

【図２】

【図３】
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